


1. 本 誌 は ､.物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す る ため ､.研 究 者 が そ

の研 究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い ､ ま た ､研 究 に関 連 した

情 報 を速 や か に交 換 しあ う こ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます｡ 掲 載 内容 は ､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会 議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関 連 した諸 問 題 につ い て の意 見 ､

情 報 な どで すO ,とり･･I

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 ば b h.て 恥 ･原 則 t して審 査 は行 な い

.ませ ん三 但 し､編 養 老 が:本 誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ い て は ､改 訂 を求 #)､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ

とが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さ い｡

投稿痩定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す る ため 原稿 は極 力簡 潔 に お書 き下 さ

しヽ｡

2. 原.稿 は400字 詰 原稿 用 紙 を使 用 して下 さ い0

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ JournAlの投 稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ

い○

｡
4

Ln

上 ツ キ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨定 して下 さ い｡

英 字 の大 ､花 文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､1 (ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カケ ル )､u とV等 が一 番 間違 いや す い ｡

数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い｡

1行 以 内 に お さ ま ら な い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さ い｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ 一 貫 以 内 に 入 らな い図 は原 則

と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ き ます｡

7. 投 稿 後 の原 稿 の言丁正 は で き るだ け さ け る よ うに して下 さ い｡

8. -別刷 が 入 用 な場 合 は ､投 稿 の際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申込

ん で下 さ い｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で､納 入 して い た だ

き ま す ｡

(垂持券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡

p :物 石汗出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 一 貫 の 代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p +b)Ⅹ + 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡

そ れ よ り遅 れ た場 合 に は 遅 さ帯追 徴 金･を請 求 さ れ る こ と が あ り ます

す か ら ､ 御 注 意 下 さ い｡

9 . 原 稿 締 切 日 は毎 月 20日 で 原 則 と して 次 月 発 イテ誌 に 掲 載 さ れ ま す

ま す ｡
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掲 示 板

統 計 力 学国 際会 議 の 公 募

- Secon(〕 Notice -

FユrSt N(-ticeは ｢物性研究 Ⅴ(弓 .9,no.5｣にあ ります｡ 英文で書 いて

あ りますが ,国内も共通ですから ,参加希望者は早めに提出して下 さい C 今度

の Second Noもiceは ,Conferenceでの論文発表 を,希望 される方の為の も

のですC やは り,英文で一昔いてあ りますが ,国外 ･国内共通ですか ら,お忘れ

な (,以下の指示に従 って御応募下さい ｡

January 20･ 1968
i.Deaf Sir,

The OrganlZiElg Colnmittee acknowledpues もhe receipt L7f

your preユ1mユnary reglStraTuion fo_Tm f'or the InもerヱIatlOnal

ConferL_inCe OIiaI,atlStlCaliMechanics 1968.

If you wish to conもribute a T)aPer 1,o the Coiliference,

you are requested も.I)returエ1 the erlCユosed form together

wITun an abstract prepared following the 工NSTRUCT‡ON.

rllhe application should be senも 七〇 もhe Co工ユference Secr-

et,ary Prof'S-ono by lL血 rch 15,19錐 .

The OrganlZlng C｡mmiもtee rg,gre一拍 that it may be

necesslary L0 limit the nuLnbeT Of coptributed papers arid

reserv:-;s the rlght も,3 make a final selection.The result

of selection will be informed to you by the end ofApril.

Abstracts of selected papers will be ref=･rOduced

photographically and will be mad曾 aVallable to partici-

pantL<50n arrival.In case any revise becomes unavoidable･

a revised abstracこし -vVill be only acceptable lf it,lS

TeCeived by the Secretary before July 15.Likewise
′
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統計力学国際会議の公募

withdrawal of paperLq Should benoも1fied t〔)him before

七he same date.

･SlnCeI言ely､yours

Proflessor Ryogo Kubo

Chairman

丑.APPL工CATfON FO籍A

Please flll ln and send to 抽 e Conf-erence Secretary

by-1､血 rch 15･1968 togetherwith AbstracL･ 1f you rNISl⊥

･1,0 Suhmlもa paper.

1. Tltla:

2. Author(S):

5. In.st1もuI,ion and lt岩 ArldreSS:

茸.工NSrl_lRUCTIONS FortPhEPARINLIAt3STRAtコ11lS

AtlStracts Wlll be.reproduced phctographlCally and

will be made available to ParもicirJantS.Your cooperation

is 爵reai,lv appreciated to JTiake thlS PrOCeS:3'easily

carried out. Abstracts must be typed ln English on

quartc)paper wlthin a rec tangle 15x20 cm.I to leave a

lnargin of 2･5 cm.all round o_,ユ 2rJX25 cm.paper･ or Sp5
1

cTn /aH round or122x27 cm.paper.Ty｡j･ng SrlOLlユd be lTi_

spaced ln pユCa Si呂e.FigureS･ tables, referen_ces etc.

lIluSt be _mounted in the text. The tot;al ユength of I,_rle

･jt)Stract should no七 exceed two Papers.

rlly℃･e first the ti.Lie of lユ〇七 more もhan two lines ln

caT31tal letters, then the name of Ei_uthc)rs and もhe addr-

esLS Of institution.Zip codrj Or Other postal code

number should be lnCluded in the address.AtJthe begin-

ning Lof the firsも H ne at least,a E,.ix letter space

-572-



掲示板 ･ニュース･ひろば

As flor the arrangemerlt of heading, iSee the following

example.

Example

STAT王SrllTCAL MECHAN工CS OFM工XTUREJS

A.ijellemaps'V.Ma_thot alld M.Simon
I

Faculty of Science一･TJniversite Libre de 主汁uxelles,

BrustSe･lsJ Beユglum L

All the referen_ceS most be llSted aも the end.of the

abstract and referred to in the text by supersc,rip-ts一

七上1uSl).All mathemaもユCai and cJbemical symbols-' equations

and for皿Lllas shoul〔ユ be typed_or handwritten as clearly

as po,5～.Sible.

ニ ュ ー ス

人の うごき

G.BaylTu 2月 2日来 日 ,8月 まで東大に醇在予定

ひ ろ ば

久保研 コ ロキクム

12/19 伊 豆 山 健 夫 (̀東大教養 )

Spln Waveの revユe押

1/16 犀 川 和 声 (D.5)

ElectronlC Structure ln BISmuth - type Crysta･ユ S

(Dor｡tor ri'hesIS)
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プ レプ リン ト案内

〔東北大 :工 ･応物 ･樟柳

oCoherent s上at,es ln the Theory of Superfluidlty.

(∫.S.hanger)

oCriもical 王∋ehavIOur Of the Islng Model above and below the

--crltlCa-i rllemPerature. (∫.W.Es.sam and D.L.Hunter)

'⊃A Data ComPendlum Of Linear Graphs with Application to the

HelSenbergModel. (α.A.Baker,Jr.I li.E.Gllber七･

J.Eve,and (i.S.Ru.shbrooke)

｡工〕yi"_amlCS Of the Islng Model near the llranと;it10n Polnも.

(Ryc'zn Abe)

oFlrSt-Order (}reen Functic)n The.llry Of ET'erromagnetism.

(shl桔etoshi Ka.tsura and Tsuyo.shi horlguCh l1

0Tne iiadLal DIStrユbutlOn FunctiDI_ユand the Direct Correlatュc)n

FllnCtion for One-Dimensional G-,3_LS Wlth SqL1are-Well

poも.3ntial. (■S上ユ1getoshlKatsura and yos土110_Tago)

〔日大 ･理工〕

oReもarded Interar:･t10nS ln Fermi Systems. (C.B.D､〕ver and

R.Ⅰ上 Lemmer)

oCov,3_rlFint Thermodynamics. (B.Touschek)

oCriもlCal Scatもerlng Of B]lectron･s by Polar Molecu'les.

(Jean-Marc Levy-Leblond a.nd Jean-Pierre Provost)

oOriWeak Solul,ions of Some DegenetareQuas1-Linear Parab0-

11C E;quatlOnS.屯 (M.L.Krasnbv, G.I.Makarenko

and A.Ⅰ.KISelev;in RuSSla.rlJ

〔京大 ･基軌 j

oAn EXEtCも filorm of F1rSもーOrder Self-FJnergy in fiandom
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プ レプ リン ト寮内

Laitice ProblemS (F.Yoneza甲a)

(〔東大 ･久保研〕)
oExacも Calculat10n Of the Partition Function for a Model

of Two-DlmenSi･onal Poユyme工TCrystallization by Chain

Folding (Rober も Zwanzig)

oTechnical Note BN-516 Langevin Theory of Polymer I)ynamics

ln Dilute Soluもion (Robert Zwanzig)

OCorrelated Processes in fiTydroge工ユ-f30nded Biopolymers

(KenH Kobayashl)

oAnlSOtr(つPicMagneh Zatiori Cf TmSb (0.Vc)gt and B.a.CO-

oper )

olntroductory Notes on tne -iilffecもご .I.､f Strairl･Applied

EiectTIC Field, anrl Jalrlrl-rlleiler 亘昔fects ユn Paramagn-

etlC ResonarlCe (F.S.iqaln,)

oFelr◆ilii Llquユ,｡lri'ransprort Coeilficie工lts of IJユ1ute SolutiorlS

c,flLleS ユn fie4 (GordorlBaym arid C.踊 ner)

0,T_L'echnical fLePOrt No.5D Contrae･七No.Tir-2216- 日 1)

Prc)feet N.FL017-650 (W.Kohn)

oDynamlCS Of CrltiCai Fl.uctuaも10nS (Kyozi KEiLゝYa.C,a女l )

oAsymPも:'jT,lC Behaviors ofUiもrasc)nlC Atもenuatic)n and the

LlneWldths 1:jf NiAR and bノSfir･f i,he Heユ芦enberg Para工nag-

nets ne･3Lr もhe Crlticai PolrltS (Kyozi Kawasa_ki)

oMeもallic Interfaces 玉. 王nflL1enCe Of T;he bIIXC上はnge-Corre-

1at10n and Lattice Pot〔うrltIalt-･; (A.J.Benneもt and

c.B.DukFl,)

oGreen■s FuncもユOn Approach tO もhe ljuantum Many-Body Theory

｡f the Solld Staもe 持 .intherMelβner )

oA Unlfied Theory of Zero- ijias Anc'malie,s and 巨血ergy-Lo-ss

Mec･hanisms lヱユ the BrlTrler (C.B.Duke)
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プレプ リン ト案内･資料

oCyclotron Resonance of Piezof:･lectri･c Polar(フns ln the

･3uarltulrlLlmiT, (Satoru J. Miyake)

orl.lhe Radial DIStrlbut10n Function and the DireCt Co.rrelat-

ion One-Dimensional LITaS Wlもh Square-Well Potential

.(shigetoshi Kat･Lqura)

oFLTSもーOrder Green FuエユCもion Theory of Fご汀r(つma.glleもユSl_n

(shigetoshi Katsura)

otlielectric Relaxat1On Mechanism ln NaNO2 (Y･YaInada,

Y.FuJil and 工.Hattこ1)

JL71osed Forlも .Ljolut10rl f,I)∫ the Coilective ij(Jund Stat,e Due

tc) the s-d.民Ⅹchange エnteraction (Ajく10 YoshllnOrl)

葦 料

iZ)

議

出
-

鰭

長

者

‖

基 研 運 営 委 員 会 議 事 録

1967､ 11月 11日

於 : 基研 コ ロキクム室

湯川秀樹

井上 健 , 小川修 三 , 久保克 五 , 小林 稔 , 坂 田昌一

高木修二 , 田中 一 , 玉垣良三 , 朝永続一郎 ,中嶋貞雄

中村誠太郎 , 牧 二郎 , 紘.田博嗣 , 松原武生 ,

確 井恒丸 , 小谷正雄 ,

1. 研究 部員会議の報告と承諾

2. 基礎物理学 研究所の将来 について

う. 共同利用研究所 のあ り方 につ いて

4. 大学院問題

5･ そ .の 他

- 5 76-
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簡 料 ･ 編 集 後 記

ど うす るか とい うことはあ るか｡

4. 大学院問題

(湯川) (研 究部員会議の説 明)略

(久保 ) 東大 でもしば しはその話は出る｡今 ,学部 の 学生の定員が増 えて

い るが ,将 栄は大学院 の定員 と運 転 させ ようとしている｡

(軌 永) 大学院 の定 員は認めるが ,大学院だ けの教官 とい うのは蕗差がつ

くのではな いか ｡ 大学院の方が偉 いとい うことにな ると まずいので ,国

大協 としても踏 み切れない ｡

(湯川) 段 々年 をと って くる程 ,下の学 年 を教 える ようにすべ きと思 う･二

(松 田 ) あ る D ｡C に入 った ら ,そ この ph .D をとるとい うことか ,抱

き合わせにな っているとい うのは まず い ｡

(高木 ) 基研 で も若手学校 をや った らど うか ,Lecture noteを用意 し

て ,大学院生 'D刺激 になるだ ろ う｡

5. そ の 他

次の運営委 員会 は 2月下旬頃

編 集 後 記

文責 寒 竹 康 江

▲事
･-I_

･

今月か ら新 しい試 みとして ｢解説｣とい う欄 を加 える ことにな りました ｡ 一

見物 理学 会誌を真似 た ようですが ,貢数をた っぷ り使 っても らって ,わか り易 (I

読み ごた えのあ るものにす るのが一つのね らいです ｡ この内容についての意見等

も飛 び出 して くる と面白か ろ うと思ってい ます ｡ 自発的な投.稿 も期待 してい ます｡

(冒.班 .)
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購言売規定

個人購読

1､会費 当会の会費は前納制 をとっています｡ したがって
3月朱 までになるだけ(1年間分会費 を御支払い昔 さいo

会費以外〒に-大会金二としてて

100円お支払 い下 さい｡

※ l年間の会費
lstvolume 960円

2ndvoltlme 960円

計 1,920円

(1年分 まとめてお支払 いが困難の向 きは1voluII糖 分ず

つで も結構です｡)

2. ‡支払 いの際の注意 :なるべ く振替用紙 を御利用の上御納 入下

さい｡

なくお通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡
3. 雑主謀志購三先者以外の代筆里人が購言売料 を送金される場合､必ず.港

読妻帯本流
4. 言志伐

2.

を明言己して下 さい｡

潤の場合 :当会のJ東別としてほ､正 当な理 由な

く 20Vol.以上の誌代 を滞納 された場合にはこ送本 を停止す るニ
ヱなっていますので御留意下 さいO

一括送本 を受 ける場合 :個人購芸売l卜に大学等で-一括配布 を受

ける様 になった場合は､必ず ｢個 人購冨売中止､一一･括配布希望｣

の通知 をして1千さい｡逆の場合 も同様 ですO

送本先変更の場合∴住所､勤務先
合は､必ず送本先変更届 を提出 して下 さい｡

研究所等機関購読

のと

先が巧変った場

ー:学校 ･研究所･等での購言売及び個人 ごあって も公費払い

は機関会員 とみなし､代金･ばー 10Vol,1,800円です

この場合､入会金は不要 ですO学校､石汗究所の会費の支払 いは

後払 いでも結構 です｡ しか し購芸売申込みをされる時に支払 いに

必要 な請求見積 ､納品書各何通必要 なのかをお#Elらせ下 さいO

なお､当会の芸者求書類では支払いができない様 でしたら､貴校

貴研｢究櫓関の請求書類 を送付 して下 さい｡

送本中止の場合の連絡 :発行途上にある volumeの購言先途坤

中止は認め られませんo購読中止 きれる場令 には､ 1ケ月前 く
らいに中止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣を送付 して下 さいO
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